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ジュール・ラニョーの知覚論̶⾝体と精神を統合する判断の能動性̶ 
La théorie de perception de Jules Lagneau: 

























































































 第２節と第 3 節では、ラニョーが⾳楽の構成要素である⾳、律動、旋律の特
徴およびそれらを知覚する⾳楽的聴覚の構造をどのように捉えていたかを⽰し
た。ラニョーは⾳楽的知覚とは相対的知覚であると措定し、継起する諸⾳を⾳
楽として知覚するには持続の概念や想像⼒の概念、次に到来する⾳を予期する
という精神の能動的はたらきが不可⽋であると主張していた。 
 第４節では、2 節と３節で⽰した⾳楽的知覚の特徴をふまえ、なぜラニョー
が聴覚を、とりわけ⾳楽的知覚について⾔及したのかを期待や変容といった語
彙を⽤いながら考察した。⾳楽的知覚は、外的な⾳によってこうむる変容と、
次の⾳を期待するという内的なはたらきの相互関係のうちで成⽴する。ラニョ
ーは聴覚の記述を⾳楽的知覚に絞ることで、変容をこうむり、情動が揺すぶら
れ、感動するという個別的かつ情緒的経験のうちにも、それが知覚に基づく経
験である以上、根底には精神の能動的判断が存すると証明しようとしたのであ
ろう。 
 
結 
 
 以上の視覚・触覚・聴覚についての考察から、ふたつの結論が導かれる。第
⼀に、ラニョーの知覚論は判断・予⾒・期待といった語彙を⽤いながら、⼀貫
して知覚のうちに精神の能動的はたらきが存することを強調するものである。
第⼆に、ラニョーの知覚論は精神の能動的はたらきを強調すると同時に、⾝体
と精神の⼀種の協働関係を⽰唆するものでもあり、単純な⼼⾝⼆元論の図式に
収斂しない理論展開が認められる。場所を占める⾝体を考慮しつつ精神の能動
的⾏為を論じるラニョーの知覚論は、判断という語によって両者の共存を実現
可能にする。テクストにみられる精神のはたらきと⾝体性の共存、哲学的な記
述と⽣理学的な記述の共存は、知覚を異なるふたつの観点から論じることを模
索するひとつの道筋への指標となるだろう。 
 
